
表
現
：
詩
の
形
式
を
確
認
し
よ
う 

 

学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
① 

 

①
春
暁 

 
 
 

孟 

浩
然 

 
 
 
 
 
 

 

春 

眠 
不 
覚 

暁 
 
 
 
 
 

 

処 

処 

聞 

啼 
鳥 

 

夜 

来 

風 

雨 

声 
 
 
 
 
 

 

花 

落 

知 

多 

少 

 

②
送
元
二
使
安
西 

 
 

王
維 

 

渭 

城 

朝 

雨 

浥 

軽 

塵 
 
 
 
 

 

客 

舎 

青 

青 

柳 

色 

新 

 

勧 

君 

更 

尽 

一 

杯 

酒 
 
 
 
 

 

西 

出 

陽 

関 

無 

故 

人 

 
 ③

春
望 

 
 

杜 

甫 

 

国 

破 

山 

河 

在 
 
 
 
 

 

城 

春 

草 

木 

深 

 

感 

時 

花 

濺 

涙 
 
 
 
 

 

恨 

別 

鳥 

驚 

心 

 

烽 

火 

連 

三 

月 
 
 
 
 

 

家 

書 

抵 

万 

金 

 

白 

頭 

搔 

更 

短 
 
 

 

渾 

欲 

不 

勝 

簪 

・ ★
字
数 

・〔 

〕
と
〔 

〕
は
（ 

 

）
言 

・〔 

〕
は
（ 

 

）
言 

・〔 

〕
と
〔 

〕
は
（ 

）
句→

（ 
 

 
 

） 

・〔 

〕
は
（ 

）
句→

（ 
 

 
 

） 

※
〔
〕
に
は
①
～
③
が
入
り
ま
す
。 

★
音 

・
①
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
が
似
た 

 

音
を
持
っ
て
い
る
。 

・
②
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
が
似
た 

 

音
を
持
っ
て
い
る
。 

・
③
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
が
似
た 

 

音
を
持
っ
て
い
る
。 

→

五
言
は
（ 

 
 

）
句
末
に
、
七
言
は
（ 

 
 

）

句
末
と
（ 

 
 

 

）
句
末
に
韻
を
揃
え
る
決
ま
り
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
（ 

 
 

 

）
と
い
う
。 

 

★
対
句 

 

一
句
の
字
数
文
法
構
造
が
同
じ
も
の
。 

 

③
の
（ 

）・（ 

）
句
目
と
（ 

）・（ 

） 

 

句
目
が
対
句
に
な
っ
て
る
。 

 

★
他
に
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
書
こ
う
。 

  

詩
の
形
式
の
特
徴
を
ま
と
め
よ
う 

 



表
現
：
詩
の
内
容
を
確
認
し
よ
う 

 

学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
② 

  
 

春
暁 

春
、（ 

 
）
が
来
た
の
も
知
ら
ず
に
ね
む
っ
て
い
た
が
、 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
（ 

 

）
の
さ
え
ず
る
声
が
聞
こ
え
る
。 

昨
夜
は
（ 

 
 

）
の
音
が
し
て
い
た
が
、 

庭
の
（ 

 

）
は
ど
れ
く
ら
い
散
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
、 

 

ど
れ
ほ
ど
散
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

元
二
が
安
西
へ
使
者
と
し
て
行
く
の
を
見
送
る 

渭
城
に
朝
方
降
っ
た
雨
が
、
細
か
な
土
埃
を
し
っ
と
り
と
湿
ら
せ
、 

旅
館
の
（ 

 

）
に
生
え
る
（ 

 

）
の
色
は
青
々
と
、
鮮
や
か
だ
。 

さ
あ
君
、
も
う
一
杯
こ
の
酒
を
飲
み
干
し
た
ま
え
、 

西
の
（ 

 

）
を
出
た
ら
、
（ 

 
 

 

）
も
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。 

    

春
の
眺
め 

（ 

）
長
安
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
（ 

 

）
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
存
在
し
、 

（ 

）
に
は
春
が
来
て
、
（ 

 

）
は
、
深
々
と
生
い
茂
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
勢
に
心
を
痛
め
、
咲
く
花
を
見
て
も
（ 

）
が
こ
ぼ
れ
、 

家
族
と
の
別
れ
を
悲
し
み
、
鳥
の
さ
え
ず
り
に
も
私
の
心
は
（ 

 

）
し
ま

う
。 

戦
い
の
（ 

 
 

）
は
三
月
に
な
っ
て
も
続
い
て
お
り
、 

（ 
 

）
か
ら
の
手
紙
は
巨
万
の
富
に
相
当
す
る
〔
ほ
ど
貴
重
だ
〕
。 

た
ま
ら
な
く
な
っ
て
（ 

 

）
頭
を
搔
け
ば
、
抜
け
落
ち
て
薄
く
な
り
、 

も
は
や
全
く
冠
を
と
め
る
（ 

 
 

 

）
も
挿
せ
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。



表
現
：
「
春
暁
」
の
訳
詩
を
比
較
し
よ
う 

 

学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③ 

   
 

春
暁 

ハ
ル
ノ
ネ
ザ
メ
ノ
ウ
ツ
ツ
デ
聞
ケ
バ 

ト
リ
ノ
ナ
ク
ネ
デ
目
ガ
サ
メ
マ
シ
タ 

ヨ
ル
ノ
ア
ラ
シ
ニ
雨
マ
ジ
リ 

散
ツ
タ
木
ノ
花
イ
カ
ホ
ド
バ
カ
リ 

 
 

 
 

 
 

井
伏
鱒
二
『
厄
除
け
詩
集
』 

   

春
あ
け
ぼ
の 

春
あ
け
ぼ
の 

う
す
ね
む
り 

ま
く
ら
に
か
よ
う 

鳥
の
声 

風
ま
じ
り
な
る 

夜
べ
の
雨 

花
ち
り
け
ん
か 

庭
も
せ
に 

 
 

 
 

 
 

 

土
岐
善
麿 

『
鶯
の
卵
』 

  

春
の
あ
か
つ
き 

春
、
夜
明
け
が
来
た
の
も
知
ら
ず
に
眠
っ
て
い
た 

が
、
鳥
の
声
に
目
を
覚
ま
し
た
。
昨
夜
は
風
雨 

が
強
か
っ
た
が
、
庭
の
花
は
ど
れ
ほ
ど
散
っ
た 

こ
と
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
ど
れ
ほ
ど
散
っ
た
か 

わ
か
ら
な
い
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

『
学
習
課
題
集
』
要
点
の
整
理
よ
り 

    

   

長 

所 

   

短 

所 

   

そ
の
他 

 

感
想 



表
現
：
「
静
夜
詩
」
の
訳
を
考
え
よ
う 

 

学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④ 

  

一
．
ど
の
方
法
を
使
う
？ 

 
井
伏
鱒
二 

・ 

土
岐
善
麿 

・ 

『
学
習
課
題
集
』 

   

二
．
「
静
夜
思
」
の
訳
を
考
え
て
み
よ
う
。 

                       

三
．
周
り
の
人
と
見
比
べ
て
み
よ
う
。 

          

 
 

 
 

工
夫
し
た
と
こ
ろ 

 

・
よ
い
と
思
っ
た
表
現
・
訳
な
ど 

 

   

※
班
内
で
一
番
上
手
に
で
き
て
い
た
人
（  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 



表
現
：
「
静
夜
思
」
の
訳
詩
を
見
て
み
よ
う
。  

学
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
⑤ 

   

静
夜

思 
 

 

【
書
き
下
し
訳
】 

牀

前

看

月

光
 

 

牀
前 

月
光
を
看
る 

疑

是

地

上

霜

 
 

疑
ふ
ら
く
は
是
れ 

地
上
の
霜
か
と 

挙

頭

望

山

月

 
 

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み 

低

頭

思

故

郷

 
 

頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ 

 

【
訳
】 

ネ
マ
ノ
ウ
チ
カ
ラ 

フ
ト
気
ガ
ツ
ケ
バ 

霜
カ
ト
オ
モ
ウ 

イ
イ
月
ア
カ
リ 

ノ
キ
バ
ノ
月
ヲ 

ミ
ル
ニ
ツ
ケ 

ザ
イ
シ
ョ
ノ
コ
ト
ガ 

気
二
カ
カ
ル 

 
 

 
 

 
 

井
伏
鱒
二
『
厄
除
け
詩
集
』 

 
 

 

床
に
さ
す 

月
か
げ 

う
た
が
い
ぬ 

霜
か
と 

仰
ぎ
て
は 

山
の
月
を
見 

う
な
だ
れ
て
は 

お
も
う
ふ
る
さ
と 

 
 

 
 

 
 

土
岐
善
麿 

『
新
版 

鶯
の
卵
』 

 

春
の
あ
か
つ
き 

寝
台
の
前
に
さ
し
こ
ん
で
く
る
月
の
光
を 

ふ
と
地
に
お
り
た
霜
か
と
お
も
っ
た 

頭
を
あ
げ
て
は
山
の
端
の
月
を
眺
め 

頭
を
た
れ
て
は
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
思
っ
た 

 
 
 

武
部
利
男
訳 

『
世
界
古
典
文
学
全
集
』
第
二
七
巻 

 

 

メ

モ

m
eメ

モ 


